
明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

一

は
じ
め
に

戦
前
の
教
育
行
政
の
問
題
と
し
て
、
後
年
に
批
判
さ
れ
た
一
つ
に

文
部
官
僚
の
性
格
が
あ
っ
た（

（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
戦
前
の
教
育
行
政

の
理
解
に
は
文
部
官
僚
へ
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。
し
か
し
、
後
年
の
批
判
に
加
え
て
、
同
時
代
に
文
部
官
僚
が

い
か
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
も
、
当
該
期
の
教
育
行
政

が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
う

え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
測
る
う
え
で
教
育
雑
誌
（
以
下
、
必

要
に
応
じ
雑
誌
と
略
記
）
は
基
礎
的
な
資
料
と
な
る
。「
教
育
界
」

が
い
か
な
る
志
向
を
有
し
、
あ
る
事
象
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

は
、
各
教
育
雑
誌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

特
に
文
部
省
内
の
資
料
が
焼
失
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
省

内
の
動
向
の
把
握
と
そ
れ
に
対
す
る
第
三
者
的
見
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
、
雑
誌
の
使
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
教
育

制
度
・
政
策
史
研
究
で
雑
誌
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
理

由
に
よ
る
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
教
育
雑
誌
自
体
の
研
究
は
少
な
い（

（
（

。
書
誌

情
報
や
雑
誌
に
関
係
し
た
人
物
、
出
版
社
の
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
一
定
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が（

（
（

、
雑
誌
が
ど
の
よ
う
な

立
ち
位
置
か
ら
あ
る
事
象
に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
主
張
が
中
長
期

的
に
は
い
か
に
変
化
し
た
の
か
／
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
特
に
文
部
省
を
見
る
場

合
に
は
、
政
策
形
成
の
過
程
を
探
る
イ
シ
ュ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
的
な

方
法
で
雑
誌
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
政
策
を
め
ぐ
る
状
況
を

時
限
的
（
主
に
政
策
発
出
段
階
か
ら
制
度
制
定
）
に
、
複
数
の
資
料

明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価
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を
併
用
し
て
明
ら
か
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
い
え

ば
、
こ
れ
は
中
長
期
的
に
雑
誌
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
ま
で
文
部
省
・
文
部
官
僚

へ
の
通
時
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
な

関
係
に
あ
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
文
部
省
・
文
部
官
僚
や
教
育
雑
誌
は
、

あ
る
イ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
説
明
要
素
の
一
つ
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
自

体
へ
関
心
が
向
く
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
対
象
（
文
部
官
僚
）
と
資
料
（
教
育
雑

誌
）
の
両
方
を
あ
る
程
度
の
時
間
を
確
保
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
文
部
官
僚
の
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
文
部
行

政
の
変
質
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
対
象
で
あ
る
文
部
官
僚
は
時
限
的
な
概
念

で
は
な
い
た
め
経
時
的
に
検
討
で
き
る
。
他
方
、
本
稿
は
資
料
と

し
て
『
教
育
時
論
』
と
『
教
育
報
知
』
を
使
用
す
る
（
以
下
、『
時

論
』、『
報
知
』）。
両
誌
が
長
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
の
が
、
両
誌
を

取
り
上
げ
る
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
両
誌
は
文
部
官
僚

が
い
か
な
る
人
物
に
担
わ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
常
に
関

心
を
抱
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
部
官
僚
に
対
す
る
評
価
と
い

う
普
遍
的
・
経
時
的
な
問
い
へ
の
応
答
が
両
誌
の
使
用
に
よ
っ
て
可

能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
そ
の
際
に
両
誌
の
主
張
が
、
ど
の
よ

う
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
、
い
か
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
評
価
の
背

景
に
ま
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
検
討
時
期
は
、
両
誌
が
発
刊

さ
れ
た
一
八
八
五
年
か
ら
、『
報
知
』
が
精
細
を
欠
き
始
め
る
九
八

年
ま
で
を
主
に
取
り
扱
う
。

な
お
、
記
事
は
、『
時
論
』
が
社
説
と
時
事
㝢
感
欄
（
以
下
、
時

事
）、『
報
知
』
は
教
育
報
知
欄
（
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
基
本
的

に
社
説
に
相
当
、
以
下
報
知
）
と
新
報
欄
と
い
っ
た
社
員
や
社
と
関

係
の
深
い
人
物
が
執
筆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
固
定
欄
を
基
本
的

に
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
書
誌
情
報
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
脚
注

に
記
さ
ず
、
号
数
、
発
行
年
月
（
年
は
西
暦
で
記
し
、
上
二
桁
と
日

は
省
略
し
た
）、
欄
名
、
タ
イ
ト
ル
を
本
文
中
に
明
記
す
る
。
引
用

に
際
し
て
は
原
則
旧
字
・
異
体
字
を
新
字
・
常
用
字
に
し
、
仮
名
遣

い
を
一
部
改
め
、
合
字
を
分
け
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。

第
一
節　

�

教
育
雑
誌
出
版
の
隆
盛
と『
時
論
』・『
報
知
』の

画
期
：
一
八
八
五
︱
九
〇
年

第
一
項
　『
時
論
』・『
報
知
』
以
前
の
教
育
雑
誌

ま
ず
、『
時
論
』・『
報
知
』
発
刊
以
前
の
教
育
雑
誌
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
き
た
い
。
最
初
期
の
教
育
雑
誌
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
『
文
部
省
雑
誌
』
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
か
ら
発
刊
さ
れ
、
途

中
『
教
育
雑
誌
』（
七
六
年
四
月
〜
八
二
年
一
一
月
）、『
文
部
省
教

育
雑
誌
』（
八
二
年
一
二
月
〜
八
三
年
四
月
）
と
誌
名
を
変
更
し
な

が
ら
刊
行
さ
れ
た
。
当
初
は
直
轄
学
校
に
お
け
る
献
金
状
況
や
学
生
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三

に
関
す
る
記
事
が
多
く
、
多
分
に
広
報
的
な
役
割
が
付
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
七
五
年
頃
を
境
に
欧
米
の
教
育
文
化
・
事
情
や
教
育

論
説
の
紹
介
が
誌
面
の
多
く
を
占
め
、『
教
育
雑
誌
』
と
改
称
し
た

後
か
ら
は
専
ら
欧
米
の
事
情
・
論
説
の
翻
訳
が
誌
面
を
占
め
、「
海

外
知
識
摂
取
の
主
な
パ
イ
プ
の
役
割
」（

（
（

を
担
っ
た
。

ま
た
、
民
間
で
は
『
教
育
新
誌
』（
七
七
年
六
月
〜
八
二
年
一
〇

月
）
や
『
内
外
教
育
新
報
』（
七
八
年
三
月
〜
七
九
年
九
月
）
が
国

内
外
の
教
育
情
報
を
掲
載
し
、
教
育
方
法
論
な
ど
の
学
術
領
域
を
論

じ
た
。
両
誌
の
経
営
や
執
筆
陣
に
は
文
部
省
関
係
者
が
少
な
く
な

く
、
半
官
半
民
的
な
色
合
い
が
強
か
っ
た（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、
当
該

期
の
教
育
雑
誌
は
文
部
省
・
文
部
官
僚
を
評
価
す
る
と
い
う
次
元
ま

で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。

第
二
項
　『
時
論
』
と
『
報
知
』
の
登
場

諸
学
校
令
の
整
備
や
教
員
社
会
の
基
盤
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
こ

と
を
背
景
に
、
一
八
八
五
年
以
降
に
教
育
雑
誌
の
数
は
増
え
、「
教

育
雑
誌
盛
行
の
時
代
」（

（
（

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
多
く
の
雑
誌

は
短
期
間
の
う
ち
に
廃
刊
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
中
に
お
い
て
、

『
時
論
』
と
『
報
知
』
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
た
。

初
期
の
『
時
論
』
に
は
開
発
教
授
の
立
場
か
ら
、
理
学
な
ど
の
教

育
方
法
に
関
す
る
論
稿
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
育
制
度
の

批
評
も
散
見
さ
れ
、
特
に
森
文
相
期
の
教
育
政
策
に
つ
い
て
は
批
判

的
な
記
述
が
見
ら
れ
る（

（1
（

。
九
〇
年
以
前
の
文
部
省
へ
の
言
及
は
、
制

定
さ
れ
た
制
度
の
是
非
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
く
わ
え
て
、『
時

論
』
の
特
徴
と
し
て
、（
高
等
）
師
範
学
校
や
そ
の
関
係
者
（
茗
渓

派
等
）
に
関
す
る
記
事
多
く
、
教
育
現
場
に
立
つ
彼
ら
の
専
門
性
を

高
く
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
。
教
育
現
場
や
教
育
の
専
門
性
を
重
視

す
る
『
時
論
』
の
志
向
は
こ
の
頃
か
ら
見
ら
れ
た
。
以
降
、
視
学
・

視
学
官
に
関
す
る
記
事
を
多
く
取
り
上
げ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
。
一
方
で
府
県
の
学
務
課
長
・
課
員
に
対
す
る
評
価
は
低
い

（
た
と
え
ば
一
九
九
号
、
九
〇
年
一
〇
月
、「
か
き
よ
せ
」
欄
）。

『
報
知
』
は
誌
名
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
発
刊
当
初
か
ら
週
刊
雑

誌
の
速
報
性
を
活
か
し
た
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。

ま
た
、「
学
術
」
欄
や
、「
家
庭
・
学
校
・
一
般
の
教
育
」
と
三
類
型

の
記
事
を
設
け
る
な
ど
、
時
論
と
同
様
に
学
術
・
実
用
の
両
面
か
ら

教
育
を
論
じ
た
。
社
長
の
日
下
部
三
之
助
が
森
有
礼
に
傾
倒
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、『
時
論
』
と
異
な
り
、
森
文
相
期
の
政
策
の
評
価

に
対
し
て
は
穏
健
で
、
解
説
的
・
補
完
的
記
事
が
多
い（

（1
（

。

当
該
期
の
二
誌
は
と
も
に
文
部
省
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、

文
部
省
の
施
策
を
受
け
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
現
状
を
い

か
に
改
良
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、

文
部
官
僚
に
関
す
る
評
価
は
評
伝
的
な
記
述
以
外
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
両
誌
と
も
九
〇
年
の
帝
国
議
会
の
開
設
が
転
機
と
な
る
。

ま
ず
誌
面
に
変
化
が
あ
っ
た
の
は
『
時
論
』
で
あ
る
。『
時
論
』
は
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一
九
九
号
（
九
〇
年
一
〇
月
、
内
外
雑
纂
「
教
育
雑
誌
」
の
責
任
）

上
に
「
現
在
の
教
育
雑
誌
中
に
は
、
唯
学
術
の
み
を
記
述
し
て
政
務

の
こ
と
に
及
ぶ
も
の
無
」
し
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、「
二
〇
〇

号
以
下
は
、
政
治
の
上
よ
り
も
、
教
育
を
論
究
す
る
」（
同
号
「
か

き
よ
せ
」
欄
）
誌
面
に
変
え
る
と
宣
言
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
号
で
は

「
教
育
時
論
を
以
て
政
治
を
論
議
す
る
こ
と
を
得
る
の
機
関
と
な
し

た
る
要
因
」
を
四
点
に
分
け
て
詳
述
し
た
（
九
〇
年
一
一
月
、
社
説

「
教
育
時
論
の
性
質
を
改
め
て
政
治
・
学
術
の
両
面
よ
り
教
育
を
論

弁
す
る
こ
と
を
得
べ
き
唯
一
の
機
関
と
な
す
」）

（
（1
（

。
以
降
の
『
時
論
』

は
政
治
・
行
政
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

一
方
、『
報
知
』
の
変
化
は
『
時
論
』
よ
り
も
や
や
遅
い
。
九
〇

年
の
小
学
校
令
制
定
以
降
は
、
主
に
「
新
報
」
欄
内
で
文
部
省
に
関

す
る
記
事
が
増
加
し
た
が
、
画
期
は
帝
国
議
会
開
設
後
の
政
党
に
対

す
る
不
満
で
あ
っ
た
。
特
に
『
報
知
』
を
憤
慨
さ
せ
た
の
は
政
党

系
新
聞
の
教
育
論
で
あ
り
、「
或
は
誤
謬
の
説
あ
り
、
又
或
は
為
め

に
す
る
も
の
あ
り
」
と
断
じ
た
（
二
八
〇
号
、
九
一
年
九
月
、
新
報

「
政
治
新
聞
の
教
育
論
」）。
そ
の
う
え
で
「
吾
教
育
報
知
の
奮
励
は

遂
に
遠
慮
会
釈
な
く
教
育
政
を
論
議
す
る
の
資
格
を
有
す
る
迄
に
進

歩
せ
り
」
と
述
べ
、
二
八
一
号
か
ら
は
「
吾
儕
が
平
素
堪
忍
し
来
り

し
血
涙
、
関
な
く
送
り
出
で
紙
面
を
湿
す
」（
同
右
号
、
新
報
「
教

育
報
知
の
進
歩
」）
と
予
告
し
た
。
二
八
一
号
で
は
、
政
党
系
新
聞

が
論
じ
て
き
た
文
部
省
の
内
務
省
へ
の
合
併
論
や
高
等
中
学
校
の
廃

止
論
に
対
し
て
反
駁
を
行
っ
て
い
る
（
九
一
年
九
月
、
報
知
「
教
育

に
関
す
る
時
事
問
題
」）。
以
後
も
政
党
へ
の
不
信
感
は
強
く
、
政
党

の
誤
認
に
対
し
て
専
門
誌
の
立
場
か
ら
度
々
反
論
し
た
（
た
と
え
ば

三
四
三
号
、
九
二
年
一
一
月
、
新
報
「
教
育
制
度
に
関
す
る
自
由
党

政
務
調
査
の
概
要
」）。
九
二
年
七
月
に
お
け
る
発
刊
七
周
年
記
念
の

挨
拶
で
も
、
社
長
日
下
部
は
市
町
村
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、「
更
に

学
政
に
論
及
す
べ
き
の
資
格
を
進
め
」
る
と
、
今
後
の
同
誌
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
（
三
一
三
号
、
九
二
年
五
月
、
欄
名
無
し
「
教
育
報

知
第
七
周
年
紀
念
式
順
序
」）。

以
上
、
両
誌
は
帝
国
議
会
開
設
に
よ
っ
て
、
意
識
的
に
政
治
・
行

政
に
関
す
る
記
事
を
増
や
し
、
そ
れ
が
次
節
に
み
る
文
部
省
内
の
動

向
や
文
部
官
僚
に
関
す
る
記
事
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た（

（1
（

。

第
二
節　

�

両
誌
に
お
け
る
官
僚
評
価
：�

一
八
九
一
︱
九
四
年

第
一
項
　
文
部
官
僚
へ
の
原
初
的
評
価

帝
国
議
会
開
設
を
契
機
と
し
て
両
誌
の
文
部
省
内
へ
の
言
及
が
増

え
て
い
く
が
、
文
部
官
僚
に
関
す
る
記
事
が
誌
面
上
に
多
く
掲
載
さ

れ
る
の
は
省
内
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
る
時
で
あ
っ
た
。
森
文
相
期

に
文
部
官
僚
の
評
価
が
両
誌
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の

は
、
議
会
開
設
前
だ
け
で
は
な
く
、
森
期
に
局
長
や
参
事
官
の
更
迭



明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

五

が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
原
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
九
二
年
一
一
月

に
い
わ
ゆ
る
教
科
書
機
密
漏
洩
事
件
の
引
責
に
よ
っ
て
、
次
官
の
辻

新
次
が
辞
職
す
る
と
、
文
部
官
僚
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
の
記
事
が
両
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。

ま
ず
、『
報
知
』
は
、
文
部
次
官
を
「
政
務
官
に
は
あ
ら
ざ
る
な

り
」（
三
六
三
号
、
九
三
年
四
月
、
新
報
「
牧
野
文
部
次
官
」）
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
辻
を
「
中
立
不
偏
、
心
に
他
の
政
界
の
事

情
を
介
せ
ず
、
公
明
正
大
、
惟
精
惟
一
、
眼
中
教
育
の
進
歩
改
良
を

期
す
る
の
外
に
は
、
顧
み
て
個
人
の
関
係
利
否
を
問
は
ざ
り
し
心

事
」
と
肯
定
的
に
評
価
す
る
（
三
四
六
号
、
九
二
年
一
二
月
、
新
報

「
辻
文
部
次
官
の
辞
職
」）。

一
方
、『
時
論
』
は
厳
し
い
評
価
が
多
く
、
次
に
記
す
辻
と
後
任

次
官
の
久
保
田
譲
へ
の
評
価
は
『
時
論
』
の
性
格
を
端
的
に
現
わ
し

て
い
る
（
二
七
五
号
、
九
二
年
一
二
月
、
時
事
「
嗚
呼
文
部
の
近

事
」）。
辻
に
つ
い
て
は
「
世
俗
の
才
子
」
で
あ
る
が
、「
学
問
上
の

才
子
」
で
は
な
く
、
ま
た
「
七
万
の
教
育
家
が
仰
瞻
す
べ
き
道
徳
上

の
模
型
と
し
て
、
完
全
無
欠
」
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
世

人
は
「
教
育
上
の
上
官
」
と
し
て
、「
一
種
の
哲
学
家
、
若
く
は
教

育
家
、
若
し
く
は
道
徳
家
を
戴
か
ん
と
の
企
望
」
を
持
っ
て
い
る

が
、
辻
は
そ
れ
ら
と
し
て
「
十
分
に
世
人
」
を
満
足
さ
せ
て
い
な
い

と
記
す
。
た
だ
し
、「
明
に
君
に
優
れ
り
と
世
人
の
許
す
も
の
あ
る

ま
で
は
、
君
は
宜
し
く
文
部
次
官
の
地
位
に
立
つ
べ
き
」
で
あ
っ
た

と
、
辻
の
辞
任
を
惜
し
ん
で
お
り
、
必
ず
し
も
辻
を
否
定
的
に
の
み

評
価
し
て
い
な
か
っ
た
。

久
保
田
へ
の
評
価
は
さ
ら
に
厳
し
い
。
ま
ず
、
辻
と
比
較
し
て
哲

学
家
・
教
育
家
・
道
徳
家
と
し
て
久
保
田
は
い
ず
れ
も
劣
る
と
述
べ

る
。
さ
ら
に
「
君
の
技
能
と
し
て
、
世
に
聞
ゆ
る
所
は
、
世
俗
の
吏

才
の
み
」
と
し
、「
算
を
執
て
、
大
臣
の
官
邸
を
評
価
し
、
帳
簿
を

作
て
、
官
有
の
地
所
を
払
下
げ
、
人
を
し
て
其
後
に
議
す
る
こ
と
能

は
ざ
ら
し
む
る
の
技
能
」
は
感
服
す
る
が
、
そ
れ
は
「
必
ず
し
も
教

育
家
の
仰
瞻
に
応
ふ
べ
き
資
格
」
で
は
な
い
と
断
じ
る
。『
時
論
』

は
、
徳
望
・
道
徳
・
学
問
と
い
う
観
点
か
ら
細
川
潤
次
郎
や
西
村
茂

樹
を
次
官
の
適
任
者
と
す
る
。

『
報
知
』
は
教
育
と
「
政
務
」
を
区
分
し
、『
時
論
』
は
「
世
俗
」・

「
吏
才
」
と
「
教
育
上
の
上
官
」
の
能
力
（「
哲
学
」・「
教
育
」・「
道

徳
」）
を
二
項
対
立
的
に
区
分
し
た
。
こ
の
よ
う
な
構
図
か
ら
文
部

官
僚
・
教
育
行
政
官
を
評
価
す
る
両
誌
の
性
格
は
、
九
六
年
前
後

ま
で
基
本
的
に
変
化
し
な
い
。
ま
た
、
両
誌
は
教
育
会
に
関
係
を
持

つ
文
部
官
僚
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
辻
の

辞
職
と
と
も
に
文
部
省
を
去
っ
た
西
村
貞
や
色
川
圀
士
が
評
価
さ
れ

た
の
も
、
両
者
が
大
日
本
教
育
会
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
（『
報
知
』
三
四
八
号
、
九
二
年
一
二
月
、
新
報
「
色
川
圀
士
君
」

や
八
八
号
、
八
七
年
一
〇
月
、
欄
な
し
「
十
二
教
育
家
の
一
教
育
理

論
家
西
村
貞
君
の
肖
像
及
畧
伝
」。『
時
論
』
一
七
八
号
、
九
〇
年
三



史
観
第
一
八
四
冊

六

月
、
社
説
「
手
島
精
一
氏
及
西
村
貞
氏
」）。

対
照
的
に
著
名
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ま
で
教
育
に
関
わ
っ
て
こ
な

か
っ
た
人
物
が
入
省
し
た
際
に
は
、
両
誌
は
そ
の
能
力
に
対
し
て
懐

疑
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
久
保
田
の
後
任
普
通
学
務
局
長
に
就

任
し
た
千
家
尊
福
は
特
に
『
報
知
』
か
ら
揶
揄
を
含
ん
だ
批
判
を
受

け
た
（
三
四
七
号
、
九
二
年
一
二
月
、
新
報
「
文
部
省
の
大
祓
」）。

ま
た
、『
報
知
』
は
井
上
毅
文
相
期
の
次
官
と
し
て
牧
野
伸
顕
が
就

任
す
る
に
際
し
て
は
、「
文
部
次
官
は
教
育
事
務
官
た
り
。
政
務
官

に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
少
な
く
と
も
部
下
の
百
僚
を
率
い
得
可
き
、

教
育
事
務
の
心
得
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
記
し
、
牧
野
の
就
任
が

「
聊
か
怪
訝
の
念
な
き
能
は
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
た
（
前
掲
「
牧
野

文
部
次
官
」、
同
様
の
記
事
は
三
七
三
号
、
同
年
六
月
、
新
報
「
牧

野
次
官
と
文
部
の
真
改
革
」）。『
時
論
』
上
で
も
「
政
治
」
と
「
教

化
」
を
明
確
に
区
分
し
て
い
た
（
二
七
二
号
、
九
二
年
一
一
月
、
社

説
「
文
部
省
果
し
て
廃
す
べ
き
か
」）。

両
誌
は
文
部
省
の
業
務
を
政
務
と
は
切
り
離
し
て
位
置
づ
け
る
べ

き
で
、
人
選
も
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
志
向
を
持
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
官
僚
制
度
の
整
備
と
そ
れ
に
伴
う
行
政
機
関
の
変
化

に
よ
っ
て
、
両
誌
が
抱
く
文
部
官
僚
像
は
現
実
と
徐
々
に
乖
離
し
て

い
っ
た
。

第
二
項
　
井
上
毅
文
相
期
に
お
け
る
「
法
令
」

文
部
省
の
業
務
は
「
政
治
」・「
政
務
」
と
一
定
の
距
離
を
保
つ
べ

き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
両
誌
上
で
見
ら
れ
た
が
、
く
わ
え
て
一
八

九
三
年
の
井
上
毅
文
相
期
か
ら
は
「
法
令
」・「
法
律
」
が
「
教
育
」

と
対
置
さ
れ
て
、
誌
面
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
報
知
』
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
牧
野
へ
の
批
判
は
あ
っ
た

も
の
の
、
文
相
で
あ
る
井
上
に
対
し
て
は
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
が
い
わ
ゆ
る
「
箝
口
訓
令
」
を
九
三
年
一

〇
月
に
出
す
と
、『
報
知
』
は
訓
令
を
井
上
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

絡
め
て
批
判
に
転
じ
る
（
四
〇
八
号
、
九
四
年
二
月
、
報
知
「
法
令

を
以
て
人
心
を
化
す
べ
か
ら
ず
」）。
ま
た
、
同
号
で
は
外
務
省
か
ら

文
部
参
事
官
に
就
任
し
た
秋
月
左
都
夫
に
つ
い
て
の
能
力
を
疑
問
視

し
て
お
り
、
従
来
の
主
張
に
見
ら
れ
た
外
部
か
ら
の
入
省
者
の
適
性

批
判
も
記
さ
れ
て
い
る
（
報
知
「
新
文
部
省
参
事
官
」）。

一
方
、『
時
論
』
は
箝
口
訓
令
が
出
る
直
前
の
九
月
二
五
日
に
は

何
も
し
な
く
て
も
批
判
さ
れ
、
何
か
や
っ
て
も
批
判
さ
れ
る
の
で

「
思
ひ
切
っ
て
や
り
玉
へ
」
と
激
励
し
て
い
た
（
三
〇
四
号
、
時
事

「
思
ひ
切
っ
て
や
り
玉
へ
」）。
こ
の
激
励
は
九
月
九
日
の
大
日
本
教

育
会
の
創
立
第
一
〇
周
年
記
念
で
、
井
上
が
批
判
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
時
論
』
に
お
い

て
も
、「
箝
口
訓
令
」
前
後
に
井
上
や
省
幹
部
へ
の
批
判
が
増
加
す

る
。
ま
ず
、
文
部
省
と
大
日
本
教
育
会
が
対
立
し
て
い
る
さ
な
か
の



明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

七

一
〇
月
の
三
〇
五
号
で
は
、「
文
部
の
柄
を
執
る
人
」
の
教
育
上
の

見
識
が
幼
稚
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
と
し
、「
我
等
は
彼
等
の
履
歴
の

上
よ
り
考
へ
て
、
彼
等
が
普
通
教
育
の
実
情
に
通
じ
た
る
者
な
り
と

は
信
ず
る
こ
と
能
は
ず
」
と
述
べ
る
。「
彼
等
が
今
日
の
気
運
を
知

ら
ず
、
教
育
と
云
ふ
一
事
業
が
、
一
科
の
専
門
と
な
り
し
こ
と
を
忘

れ
、
何
人
に
て
も
教
育
の
任
に
当
る
べ
し
と
思
へ
る
如
き
風
あ
る
」

と
「
教
育
」
の
専
門
性
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
状
態
を
批
判
し
た
（
時

事
「
文
部
当
局
の
幼
稚
」）。

で
は
「
彼
等
の
履
歴
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
〇
六

号
で
は
そ
れ
に
関
し
て
内
外
雑
纂
欄
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
記
さ
れ

て
い
る
（
九
三
年
一
〇
月
）。
そ
こ
で
は
、「
法
律
的
人
物
の
実
業

論
」
と
題
し
て
、
井
上
文
相
以
下
文
部
省
の
幹
部
は
「
揃
ひ
も
揃
ひ

て
、
法
律
的
頭
脳
」
で
、
彼
ら
の
実
業
教
育
論
は
「
偖
も
危
き
も
の

か
な
」
と
老
教
育
家
に
言
わ
せ
る
。
井
上
を
は
じ
め
と
し
て
、
木
下

広
次
や
由
布
武
三
郎
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
該
期
に
は
法
学

を
基
礎
と
す
る
人
物
が
文
部
省
幹
部
に
就
い
て
い
た
。

最
終
的
に
『
時
論
』
の
不
満
が
爆
発
す
る
の
が
三
一
六
号
（
九
四

年
一
月
）
で
あ
る
。
本
号
は
社
説
か
ら
時
事
欄
ま
で
「
法
令
批
判
」

の
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
社
説
（「
教
育
事
務
官
の
職
務
」）
で

は
「
上
は
文
部
大
臣
よ
り
、
下
は
郡
役
所
の
学
務
担
任
書
記
、
及
町

村
の
学
務
掛
に
至
る
ま
で
、
一
に
法
文
の
正
条
に
従
て
、
其
事
務
を

進
行
せ
し
む
る
外
に
余
念
な
く
、
而
し
て
其
法
文
は
何
の
為
に
設
け

ら
れ
た
る
や
と
い
〔
欠
字
〕
ふ
根
本
の
概
念
に
至
り
て
は
、
一
も
其

意
識
に
上
ら
」
な
い
と
批
判
す
る
。「
法
令
を
遵
奉
す
る
外
に
、
教

育
事
務
官
の
職
分
な
し
と
思
ふ
は
、
是
亦
正
当
の
事
と
云
ふ
べ
か
ら

ず
」
と
断
ず
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
文
部
長
官
た
る
も
の
も
亦
宜
し

く
瑣
末
な
る
訓
令
を
出
す
に
汲
々
と
し
て
、
其
大
体
を
忘
る
べ
か
ら

ず
」
と
述
べ
、
ま
た
「
文
部
の
官
吏
と
府
県
郡
区
の
学
務
官
と
は
共

に
教
育
家
な
る
を
要
せ
ず
、
能
く
深
刻
に
法
文
の
意
味
を
解
し
得
る

三
百
代
言
の
徒
を
用
い
て
足
」
る
と
意
見
に
対
し
て
は
、「
我
等
は

決
し
て
是
の
み
を
以
て
、
教
育
事
務
官
の
職
分
な
り
と
信
ぜ
ず
」
と

主
張
し
た
。
時
事
欄
の
前
の
「
か
き
よ
せ
」
で
は
「
法
を
雨
ふ
ら
す

は
今
の
明
治
政
府
の
弊
、
文
部
も
其
一
部
と
す
れ
ば
、
此
弊
に
陥
る

は
免
る
べ
か
ら
ざ
る
か
」
と
記
し
、
時
事
内
の
記
事
「
文
部
省
の
学

事
会
」
で
は
、
文
部
は
地
方
の
実
情
に
理
解
し
て
い
な
い
と
批
判

し
、「
文
部
大
臣
た
る
者
、
徒
に
法
文
の
中
に
蟄
居
し
」
て
い
る
た

め
に
、
府
県
学
務
官
吏
へ
諮
問
す
る
「
学
事
会
」
が
必
要
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
本
号
か
ら
、
法
令
を
出
す
こ
と
は
教
育
の
現
状
を
改
善

す
る
の
に
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
教
育
内
容
を
改
善
す
る
手
段
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
『
時
論
』
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
た
両
誌
で
あ
る
が
、
病
に
よ
り
井

上
が
九
四
年
八
月
に
文
相
を
辞
任
し
て
後
は
、
井
上
を
肯
定
的
に
評

価
し
た
記
事
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、『
報
知
』
四
六
四
号
、

九
五
年
三
月
の
論
説
欄
の
伊
能
嘉
矩
「
文
部
大
臣
と
し
て
の
井
上
毅
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氏
」
で
は
井
上
を
森
以
来
の
大
臣
と
評
価
し
た
。
も
っ
と
も
こ
れ

は
、
井
上
の
政
治
力
を
評
価
し
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

『
時
論
』
に
お
い
て
も
、
井
上
は
「
教
育
に
関
す
る
勅
令
・
省
令
等

に
は
、
頗
る
周
密
な
る
説
明
を
附
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
能
く
法
令

の
精
神
を
了
知
し
、
之
が
施
措
を
誤
ま
ら
ず
、
教
育
社
会
の
も
の
は

其
至
便
を
称
し
た
り
き
」
と
事
後
に
評
価
し
た
（
三
五
三
号
、
九
五

年
二
月
、
時
事
「
法
令
と
説
明
」）。

こ
の
よ
う
な
井
上
文
相
期
の
評
価
の
揺
れ
自
体
に
、
両
誌
が
井
上

文
相
期
の
文
部
省
・
文
部
官
僚
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い

う
戸
惑
い
と
現
状
へ
の
違
和
感
が
あ
っ
た
。『
時
論
』
は
茗
渓
派
の

人
々
を
「
能
く
教
育
の
理
法
に
通
じ
、
教
育
の
実
際
に
明
な
る
」
と

評
価
し
、
井
上
文
相
期
は
「
茗
渓
会
派
の
雙
影
を
見
」
ら
れ
な
か
っ

た
と
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
井
上
の
後
を
襲
っ
た
西
園
寺

公
望
文
相
期
に
高
等
師
範
学
校
出
身
の
滝
沢
菊
太
郎
、
中
村
五
六
が

本
省
へ
入
る
こ
と
を
聞
く
と
、「
餅
屋
は
餅
屋
、
教
育
の
事
は
純
粋

の
教
育
家
に
任
せ
た
る
こ
そ
よ
け
れ
」
と
喜
び
を
隠
さ
ず
、
一
時
的

に
溜
飲
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
三
五
三
号
、
九
五
年
二
月
、
時

事
「
文
部
省
の
茗
渓
派
」）。

ま
た
、『
報
知
』
は
「
政
務
者
は
教
務
を
兼
ぬ
る
を
得
る
や
」
と

い
う
題
で
、
教
育
者
が
政
治
を
論
じ
る
こ
と
を
禁
じ
た
箝
口
訓
令
を

発
令
し
た
文
部
省
自
体
に
、
教
務
（
学
校
長
な
ど
学
校
事
務
）
と

政
務
（
官
僚
）
を
兼
ね
て
い
る
官
僚
が
多
く
い
る
の
は
問
題
で
は
な

い
か
と
記
し
た
（
四
三
九
号
、
九
五
年
九
月
、
報
知
）。
文
部
官
僚

（
教
育
行
政
官
）
を
「
教
務
」
と
「
政
務
」
と
い
う
側
面
か
ら
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
は
、
後
々
ま
で
『
報
知
』

上
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節　

�

教
育
雑
誌
と
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
変
化
：�

一
八
九
五
︱
九
七
年

第
一
項
　
両
誌
の
危
機
感
と
自
負

一
八
九
五
年
に
創
刊
一
〇
年
を
迎
え
た
両
誌
は
、
今
後
の
方
向
性

や
抱
負
に
つ
い
て
読
者
に
発
信
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
両
誌
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
が
あ
っ
た
。『
時
論
』
三
六
七
号
（
九
五
年
六

月
、
時
事
「
教
育
雑
誌
減
少
の
理
由
」）
で
は
、
一
昨
年
か
ら
東
京

府
下
の
教
育
雑
誌
が
一
時
的
に
増
加
し
た
が
、
供
給
過
多
と
な
り
、

結
果
的
に
数
年
前
と
同
じ
状
態
に
な
っ
た
と
記
す
。
こ
の
原
因
に
つ

い
て
、
商
業
は
「
一
の
敵
を
も
作
ら
ざ
る
を
以
て
、
最
良
の
商
略
と

す
」
る
べ
き
で
あ
る
が
、
教
育
雑
誌
は
そ
の
点
で
不
向
き
で
あ
る
と

述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
教
育
雑
誌
は
輿
論
の
代
表
」
と
な
る
の
が

「
本
来
の
性
質
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
敵
を
作
る
こ
と
を
避
」

け
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
記
す
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
教
育
雑
誌
の
性

質
が
『
時
論
』
な
り
に
分
析
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、『
時
論
』

が
教
育
輿
論
の
形
成
を
重
視
し
、
そ
の
た
め
に
激
し
い
議
論
を
展
開
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し
て
き
た
と
い
う
自
負
が
読
み
取
れ
よ
う
。
教
育
雑
誌
の
状
況
に

つ
い
て
は
『
報
知
』
も
共
有
し
て
お
り
、「
若
し
我
が
教
育
報
知
と

教
育
時
論
と
の
あ
る
な
く
ば
、
教
育
社
会
は
何
に
依
て
か
教
育
上
の

形
勢
を
知
る
べ
き
か
、
思
へ
ば
心
細
き
こ
と
の
限
り
」（
四
八
一
号
、

九
五
年
七
月
、
報
知
「
教
育
雑
誌
の
減
少
」）
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
教
育
雑
誌
の
状
況
に
つ
い
て
、『
時
論
』
自
体
は

過
去
一
〇
年
に
お
い
て
「
常
に
教
員
の
味
方
と
な
り
て
、
文
部
当
局

者
の
注
意
を
促
す
こ
と
最
切
要
」
と
い
う
意
識
を
誌
面
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
努
め
、「
情
実
に
拘
ら
ず
、
為
に
当
局
に
敵
視
せ
ら
れ
た

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
夫
と
な
く
我
社
の
持
論
を
採
用
せ
ら
れ
て
、
愉

快
を
覚
え
た
る
こ
と
も
あ
り
き
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
六
〇
号
、
九

五
年
三
月
、
社
説
「
教
育
時
論
の
過
去
十
年
」）。
そ
し
て
、「
今
後

の
時
論
も
亦
既
往
の
時
論
の
如
く
、
常
に
少
壮
学
生
の
精
神
を
失
は

ず
、
誓
て
自
ら
の
老
成
不
活
発
に
陥
る
の
弊
を
避
け
」
て
読
者
に
応

え
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。「
少
壮
学
生
の
精
神
」
と
い
う

記
述
に
『
時
論
』
の
自
己
認
識
が
端
的
に
現
れ
て
い
よ
う
。

一
方
、『
報
知
』
は
、
一
〇
周
年
を
迎
え
る
九
五
年
の
四
月
に
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
教
育
雑
誌
が
責
任
・
定
見
が
無
か
っ
た
た
め
に
倒

れ
た
が
、「
我
社
は
教
育
社
会
有
数
の
長
寿
者
」
と
な
っ
た
の
で
、

「
益
々
大
な
る
責
任
を
荷
ひ
、
益
々
牢
乎
た
る
定
見
を
主
持
」
す
る

べ
き
で
あ
る
と
記
し
（
四
七
一
号
、
九
五
年
四
月
、
報
知
「
創
立
紀

念
第
十
一
期
」）、
半
年
後
の
一
〇
月
の
四
九
三
号
か
ら
誌
面
の
「
一

大
改
革
」
を
行
っ
た
。
週
刊
か
ら
「
三
之
日
発
行
」
に
改
め
ら
れ
た

理
由
は
不
詳
で
あ
る
が
、
改
革
の
理
由
と
し
て
日
清
戦
争
前
後
で
国

内
の
気
風
が
一
変
し
た
こ
と
を
挙
げ
、「
従
来
の
日
本
は
百
般
の
事
、

多
く
は
批
評
を
主
と
し
て
、
却
て
此
が
実
行
に
冷
淡
を
極
め
」
て

い
る
と
四
九
二
号
で
述
べ
て
い
る
（
九
五
年
一
〇
月
、
欄
外
）。
そ

れ
を
受
け
て
、
四
九
三
号
か
ら
「
教
務
」・「
学
務
」
欄
を
新
設
し
、

「
建
設
実
行
の
途
を
図
」
る
と
し
た
。
教
務
・
学
務
両
欄
に
つ
い
て
、

教
務
欄
は
従
来
の
「
教
室
」
欄
を
拡
充
し
た
も
の
で
、
教
室
欄
は

「
教
授
管
理
」
の
み
を
扱
っ
て
い
た
が
、
教
務
欄
で
は
そ
の
範
疇
を

よ
り
広
く
す
る
と
記
す
。
学
務
欄
は
「
教
務
以
外
の
者
、
即
ち
凡
て

学
務
な
り
」
と
前
置
き
を
し
、「
教
師
以
外
の
教
育
当
事
者
の
事
務

に
し
て
、
要
す
る
に
教
育
行
政
に
関
す
る
者
」
で
、「
一
般
教
育
行

政
執
務
者
の
便
に
供
」
す
る
欄
で
あ
る
と
す
る
（
四
九
三
号
、
九
五

年
一
〇
月
、
学
務
「
教
務
と
学
務
の
弁
」）。『
報
知
』
上
で
は
文
部

省
内
部
や
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
主
に
新
報
や
教
育
報
知
欄
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
役
割
が
学
務
欄
に
も
付
さ
れ
た
。
学

務
・
教
務
の
両
者
の
区
分
は
、
そ
の
後
の
『
報
知
』
上
で
し
ば
し
ば

議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
。

第
二
項
　
文
部
省
を
め
ぐ
る
変
化
―『
時
論
』を
中
心
に
―

創
刊
一
〇
周
年
を
迎
え
た
両
誌
の
自
負
・
抱
負
を
見
て
き
た
が
、

創
刊
直
後
と
当
該
期
と
で
は
教
育
や
文
部
省
を
取
り
巻
く
状
況
が
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〇

変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
両
誌
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
時
代
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
文
部
省
・
文
部
官
僚
を
い
か
に
評
価
す
る

か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
特
に
『
時
論
』
は
多
く
の
問
題
提

起
を
行
っ
た
。
本
項
で
は
『
時
論
』
が
い
か
な
る
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
そ
こ
か
ら
文
部
省
・
文
部
官
僚
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た

の
か
を
見
て
い
く
。

『
時
論
』
は
文
部
官
僚
・
教
育
行
政
官
や
教
員
と
、
教
育
行
政
研

究
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
。
た

と
え
ば
三
七
一
号
は
、「
教
育
行
政
の
思
想
を
養
は
し
む
る
」
課
目

を
担
当
す
る
教
員
が
「
法
理
に
明
な
ら
ざ
れ
ば
」、「
当
局
者
の
意
見

を
誤
る
な
き
を
保
せ
ず
」
と
し
て
、「
何
か
教
育
行
政
の
思
想
を
養

成
せ
し
む
る
方
法
」
が
無
い
か
と
思
案
す
る
師
範
学
校
に
対
し
て
、

文
部
官
僚
は
「
立
法
者
の
位
置
に
立
ち
、
又
は
之
が
補
助
を
な
す
も

の
な
れ
ば
、
固
よ
り
教
育
行
政
の
学
理
に
通
」
ず
る
べ
き
で
あ
る

が
、「
府
県
学
務
官
吏
、
学
校
教
員
な
ど
は
、
日
本
教
育
行
政
法
の

大
意
を
知
ら
ば
可
な
り
。
繁
雑
な
る
教
育
行
政
の
項
目
を
逐
一
講
究

す
る
に
及
ば
ず
」
と
『
時
論
』
は
主
張
し
た
（
九
五
年
八
月
、
時
事

「
教
育
行
政
の
研
究
」）。
次
の
記
事
で
は
「
箝
口
訓
令
」
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
日
本
教
育
会
の
夏
期
講
習
で
法
学
士
の
文
部
官

僚
中
川
小
十
郎
が
教
員
へ
教
育
行
政
を
講
義
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

文
部
省
の
教
員
へ
の
姿
勢
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問

を
付
す
（
時
事
「
教
育
行
政
の
研
究
と
十
一
号
訓
令
」）。
さ
ら
に
次

の
記
事
で
は
、「
心
神
頗
多
忙
に
し
て
、
散
歩
に
出
づ
べ
き
寸
暇
も
」

無
い
「
夏
期
講
習
会
は
妄
り
に
奨
励
す
べ
か
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る

（
時
事
「
夏
期
講
習
会
は
妄
り
に
奨
励
す
べ
か
ら
ず
」）。
以
上
か
ら
、

『
時
論
』
が
否
定
的
な
見
解
を
「
教
育
行
政
」
に
抱
い
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
か
ら
文
官
高
等
試
験
（
以
下
、
高
文
試
験
）
が

開
始
さ
れ
、
官
僚
の
任
用
制
度
が
整
備
さ
れ
る
。『
時
論
』
は
高
文

試
験
を
は
じ
め
と
す
る
官
僚
任
用
全
体
の
動
向
を
、
そ
の
ま
ま
文
部

省
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
三
七
四
号
に
お
い
て

は
文
部
の
判
任
官
を
取
り
上
げ
、
文
部
官
僚
が
「
多
少
の
教
育
思
想

を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
固
よ
り
の
こ
と
」
で
あ
る
が
、
大
学
で

法
学
を
学
び
、
卒
業
直
後
に
文
部
の
属
官
に
就
く
者
が
「
教
育
に
関

す
る
思
想
を
有
し
、
教
育
に
関
す
る
興
味
を
有
す
る
か
は
実
に
一
疑

問
」
で
あ
る
と
述
べ
る
（
九
五
年
八
月
、
時
事
「
文
部
の
属
官
任
用

法
」）。
そ
の
う
え
で
、
教
育
社
会
で
は
常
識
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
判

任
官
が
認
識
し
て
い
る
だ
け
で
、「
教
育
行
政
に
通
じ
、
其
教
育
学

理
に
通
ず
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
は
「
痛
嘆
に
堪
へ
ざ
る
こ

と
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
小
学
教
員
な
ど
の
「
実
地
教
育
家
」
を

選
抜
し
文
部
官
僚
と
す
る
こ
と
で
、
①
文
部
省
が
教
育
に
通
ず
る
人

材
を
得
る
、
②
実
地
教
育
家
に
も
一
種
の
希
望
を
与
え
る
、
と
い
う

利
点
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
同
号
で
は
奏
任
官
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
論
旨
と
し
て
は
判
任
官
の
も
の
と
大
差
は
な
い
（
時
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一
一

事
「
文
部
の
高
等
官
試
験
に
就
て
」）。
高
文
試
験
が
「
国
法
・
行
政

法
な
ど
の
課
目
に
重
き
を
置
」
い
た
も
の
で
、「
文
部
省
の
高
等
官

な
ど
に
も
、
法
律
に
は
通
暁
せ
る
も
、
教
育
の
思
想
は
皆
無
な
る
人

多
」
く
な
る
と
し
て
、「
教
育
の
源
泉
た
る
べ
き
文
部
の
官
吏
が
、

其
下
に
立
つ
べ
き
教
育
社
会
の
指
導
に
依
り
て
、
初
め
て
教
育
を
解

す
る
如
く
に
て
は
、
甚
だ
面
白
か
ら
ぬ
事
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ

の
た
め
に
高
文
試
験
の
科
目
に
教
育
学
や
教
育
史
な
ど
を
加
え
る
べ

き
だ
と
主
張
し
た
。

で
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、『
時
論
』
は
文
部
省
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、『
時
論
』
の
文

部
官
僚
の
イ
メ
ー
ジ
は
森
文
相
期
の
文
部
官
僚
か
ら
出
発
し
て
お

り
、
そ
こ
を
文
部
官
僚
の
基
準
と
考
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
三
七

七
号
（
九
五
年
一
〇
月
、
時
事
「
教
育
社
会
の
人
心
稍
旧
を
懐
ふ
」）

で
は
、
森
文
相
期
以
来
の
省
内
幹
部
で
あ
っ
た
辻
、
久
保
田
、
浜
尾

新
が
そ
れ
ぞ
れ
文
部
省
を
去
る
と
、「
旧
分
子
は
一
掃
」
さ
れ
、「
今

の
文
部
省
は
、
全
く
新
奇
の
組
織
」
と
な
っ
た
と
記
す
。
現
在
の
文

部
省
を
掌
っ
て
い
る
の
は
「
井
上
毅
氏
の
故
旧
親
戚
の
類
」
で
あ

り
、「
文
部
の
枢
機
を
握
る
官
吏
の
方
に
て
も
、
概
し
て
言
へ
ば
、

一
般
教
育
社
会
と
は
従
来
縁
の
薄
か
り
し
人
」
が
多
い
と
記
す
。
そ

の
た
め
「
教
育
社
会
の
人
心
は
、
稍
旧
時
の
人
を
懐
ふ
情
を
生
じ
」、

「
矢
張
旧
の
方
が
よ
か
っ
た
」
と
述
べ
る
。『
時
論
』
に
は
、
文
部
官

僚
が
「
教
育
社
会
」
か
ら
徐
々
に
遠
の
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

一
連
の
記
事
か
ら
言
え
る
の
は
、『
時
論
』
の
言
う
「
教
育
」
と
は

極
め
て
純
度
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
法
学
」
や
「
行
政
」

が
混
ざ
る
こ
と
へ
の
忌
避
感
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
『
時
論
』
の
不
満
の
根
本
に
あ
る
も
の
は
教
育
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
あ
っ
た
。
約
二
年
後
の
九
七
年
に
な
る
と
、

そ
の
変
化
は
よ
り
明
確
に
現
れ
て
く
る
。
ま
ず
、
当
時
の
状
況
を
新

聞
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
九
七
年
五
月
に
『
読
売
新
聞
』（
一
日
、

朝
刊
）
は
「
某
教
育
家
の
文
部
省
談
」
と
題
し
て
、
当
時
の
文
部
省

に
批
判
的
で
あ
っ
た
教
育
家
の
意
見
を
掲
載
す
る
。
古
来
文
部
省
の

「
局
に
当
る
も
の
は
皆
教
育
の
志〔

マ
マ
〕想

深
き
者
と
見
做
さ
れ
」
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
「
敏
腕
の
才
子
を
挙
げ
て
、
事
務
を
掌
ら
し
め
ん
と

せ
ば
、
其
下
に
支
配
せ
ら
る
る
者
は
、
感
情
上
大
に
希
望
に
反
す
る

も
の
あ
る
を
以
て
教
育
者
と
当
局
者
の
間
に
衝
突
」
を
起
こ
し
て
い

る
と
述
べ
る
。
こ
の
「
敏
腕
の
才
子
」
と
は
、
後
述
す
る
都
筑
馨
六

と
安
広
伴
一
郎
で
あ
る
。「
文
部
の
仕
事
は
過
半
監
督
を
掌
る
も
の

な
れ
ど
も
単
に
従
来
の
法
令
を
墨
守
し
、
之
を
実
行
す
る
の
み
に
止

ら
ず
」、「
漸
次
改
善
を
要
す
こ
と
多
き
故
、
之
が
局
に
当
る
人
は
是

非
共
教
育
に
志
あ
る
者
な
る
を
要
す
」
と
記
し
、
教
育
に
精
通
し
た

官
僚
が
「
当
局
者
を
見
る
」
と
、「
教
員
の
待
遇
、
学
校
の
設
備
大

に
改
り
た
る
の
観
あ
れ
ど
も
其
実
は
更
に
挙
ら
ず
。
折
角
の
法
令
も

空
く
徒
法
に
属
す
」
と
結
ぶ
。「
監
督
」
や
「
法
令
」
に
よ
っ
て
教

員
の
待
遇
や
学
校
の
設
備
な
ど
は
整
備
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
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教
育
の
成
果
は
上
が
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
時
期
に
な
る
と
「
文
部
の
仕
事
は
過
半
監
督
を
掌
る
も
の
」
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
〇
月
一
四
日
、
朝
刊
）
で
は
、「
文
部
の

近
事
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
文
部
の
今
日
は
方
に
規

則
改
正
時
代
な
り
」
で
あ
る
と
述
べ
、
森
文
相
期
は
「
一
旦
精
査
の

後
大
蔵
省
に
廻
附
せ
る
事
業
費
は
当
時
如
何
な
る
故
障
出
る
も
断
々

乎
と
し
て
必
ず
遂
行
せ
ざ
る
な
き
」
で
あ
っ
た
が
、「
今
日
の
文
部

方
針
は
全
然
右
と
反
対
」
で
、「
事
業
費
の
削
除
せ
ら
る
る
、
啻
に

二
、
三
な
ら
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
如
今
法
文
雨
下
窮
る
所
」
が
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
と
述
べ
る
。
法
文
の
作
成
の
た
め
に
、「
局
課
の
配

置
属
僚
の
増
加
、
偖
は
高
等
官
の
遽
然
従
来
に
倍
加
せ
る
抔
沙
汰
の

限
な
り
」
と
記
し
た
。
約
一
〇
日
後
に
発
行
さ
れ
た
『
時
論
』
の
記

事
（
四
五
一
号
、
九
七
年
一
〇
月
、
時
事
「
法
令
雨
の
如
し
」）
は
、

「
此
頃
文
部
省
よ
り
は
、
法
令
下
る
こ
と
雨
の
如
し
」
と
し
、
そ
の

原
因
を
次
官
の
都
筑
に
求
め
、「
次
官
に
な
り
た
る
徴
し
に
、
其
長

所
と
誇
り
給
ふ
法
令
の
才
を
揮
り
舞
は
し
て
、
此
際
一
時
に
教
育
法

令
を
完
備
に
せ
ん
と
の
意
趣
よ
り
出
で
た
」
と
い
う
噂
を
記
す
。
し

か
し
、『
時
論
』
は
「
文
部
省
の
事
務
は
、
こ
れ
に
尽
き
ざ
る
な
り
」

と
述
べ
、
法
制
局
で
は
い
ざ
し
ら
ず
、「
文
部
の
事
務
は
人
心
を
支

配
し
、
徳
化
を
布
く
」
こ
と
に
あ
る
の
で
、「
よ
き
教
育
家
を
文
部

の
配
下
に
容
れ
、
暖
な
る
情
誼
を
保
ち
て
、
教
育
界
の
全
体
が
進
行

す
る
や
う
為
す
に
あ
る
べ
し
」
と
述
べ
、
法
令
を
重
視
す
る
今
の
文

部
は
本
末
を
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
批
判
し
た
。

第
四
節　

�

理
想
の
文
部
官
僚
像
へ
の
隔
た
り
と
蓄
積
す
る

不
満
：
一
八
九
六
年

前
節
で
は
一
八
九
七
年
ま
で
時
代
を
下
げ
、
文
部
省
の
事
務
に
お

け
る
性
格
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
文
部
官
僚
へ
の
評
価
に
つ
い
て
見
て

き
た
。
本
節
で
は
九
六
年
に
お
け
る
両
誌
の
論
調
に
焦
点
を
当
て
る
。

第
一
項
　
文
部
省
に
対
す
る
『
時
論
』
の
失
望

九
六
年
一
一
月
の
『
時
論
』
四
一
七
号
に
お
け
る
社
説
「
文
部

省
」
は
、
文
部
省
が
政
府
内
で
ど
の
省
よ
り
も
無
力
で
あ
る
と
述

べ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
文
部
省
が
「
特
設
分
置
」
し
て
い
る
意

味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
を
す
る
。
文
部
省
の
「
特
置

分
置
の
一
省
の
必
要
」
は
『
時
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
一
般
教
育

者
の
切
望
す
る
所
」
で
あ
る
が
、
今
の
文
部
省
の
状
況
で
は
「
教
育

事
業
上
に
益
す
る
所
な
く
し
て
、
却
り
て
害
あ
り
」
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
述
べ
る
。
文
部
省
の
廃
止
に
つ
い
て
は
常
に
反
対
を
貫
い
て

き
た
『
時
論
』
で
あ
っ
た
が
、「
内
閣
に
対
し
て
力
な
く
、
教
育
界

に
向
ひ
て
無
能
な
る
」
文
部
省
を
強
く
批
判
し
た
。
最
後
に
は
「
以

上
は
、
社
友
某
氏
の
寄
送
に
か
か
る
者
、
論
旨
重
大
な
る
を
以
て
、
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暫
く
本
欄
に
収
む
」
と
記
さ
れ
た
。
次
号
（
四
一
八
号
、
九
六
年

一
一
月
、
時
事
「
文
部
省
に
人
な
し
」）
で
は
文
部
省
内
に
「
教
育

上
の
学
識
に
長
け
、
教
育
上
の
経
験
に
富
み
た
る
人
」
が
お
ら
ず
、

そ
の
原
因
を
「
茗
溪
会
の
連
中
」
が
省
内
に
少
な
い
こ
と
に
求
め
、

「
文
部
省
の
威
信
、
幾
何
か
薄
ら
ぎ
た
る
感
あ
る
は
、
文
部
に
教
育

的
観
念
あ
る
人
少
き
こ
と
」
が
一
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
降

で
も
「
文
部
省
に
人
な
し
」・「
事
務
の
緩
慢
」（
四
二
二
号
、
九
七

年
一
月
、
時
事
「
文
部
省
に
雅
量
な
き
を
惜
む
」）
な
ど
と
文
部
省

を
批
判
し
た
。
文
部
省
が
批
判
さ
れ
た
背
景
に
は
、『
時
論
』
が
教

育
諮
問
会
議
で
あ
る
高
等
教
育
会
議
の
設
置
を
支
持
し
て
い
た
こ

と
に
よ
る（

（1
（

。
高
等
教
育
会
議
設
置
直
前
の
四
二
〇
号
（
九
六
年
一

二
月
、
社
説
「
上
松
方
首
相
書
」）
で
は
「
文
部
省
に
人
な
し
と
は
、

一
般
の
輿
論
な
ら
ず
や
。
然
り
而
し
て
世
間
に
見
限
ら
れ
た
る
今
日

の
文
部
省
に
人
を
得
る
と
、
高
等
教
育
会
議
に
人
を
得
る
と
、
何
れ

か
難
」
と
記
さ
れ
、
文
部
省
に
は
期
待
で
き
ず
、
高
等
教
育
会
議
が

教
育
界
の
希
望
で
あ
る
と
い
う
構
図
が
描
か
れ
た
。
次
節
に
記
す
蜂

須
賀
文
相
期
に
お
け
る
省
内
外
の
紛
擾
も
、
文
部
省
へ
の
蓄
積
さ
れ

た
そ
れ
ま
で
の
不
満
が
噴
出
し
た
結
果
と
も
言
え
よ
う
。

第
二
項
　『
報
知
』
に
よ
る
「
学
務
」
と
「
教
務
」
の
二
項
図
式

一
方
、『
報
知
』
は
前
述
し
た
「
教
務
」
と
「
学
務
」
と
区
分
し

な
が
ら
、
文
部
官
僚
や
教
育
行
政
官
を
論
じ
た
。
九
五
年
の
四
九
五

号
で
は
、
学
務
を
教
育
行
政
、
教
務
を
「
教
師
事
業
」
と
区
分
し
、

「
学
務
家
た
る
が
故
を
以
て
教
務
の
区
域
を
知
ら
ざ
る
事
は
実
に
現

今
教
育
界
の
一
欠
点
」
と
述
べ
る
（
九
五
年
一
一
月
、
学
務
「
学
務

者
と
教
務
者
」）。
そ
の
う
え
で
「
今
の
学
務
家
も
次
第
に
教
務
の
実

際
に
通
暁
し
得
て
、
希
く
は
今
日
の
遺
憾
を
少
ふ
す
る
」
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
し
、「
文
部
省
は
量
見
狭
く
し
て
高
等
師
範
学
校
の
卒

業
生
を
容
る
る
に
吝
か
な
り
、
文
部
省
に
し
て
若
し
斯
る
連
中
を
入

る
る
の
雅
量
あ
ら
ば
、
其
教
育
事
務
の
成
績
今
少
し
見
る
べ
き
者
あ

ら
ん
」
と
問
題
提
起
す
る
。
し
か
し
、
文
部
省
が
師
範
学
校
出
身
者

を
登
庸
し
よ
う
と
し
て
も
、「
師
範
学
校
の
出
身
者
に
し
て
豪
も
教

育
行
政
の
大
体
に
通
ず
る
事
な
く
、
教
師
事
業
の
外
に
は
一
事
を
解

せ
ざ
る
如
き
あ
ら
ば
」、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
本

号
で
は
批
判
の
重
点
が
文
部
省
で
は
な
く
、「
教
務
」
者
の
方
に
置

か
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
『
時
論
』
と
異
な
る
。
同
号
の
学
務
欄

「
教
育
法
令
の
研
究
」
で
も
、「
世
の
教
育
家
は
」
ヘ
ル
バ
ル
ト
を
知

ら
な
い
者
は
い
な
い
が
、「
制
度
の
事
に
関
し
て
は
教
員
の
性
質
、

学
校
の
性
質
等
の
如
き
単
純
な
る
こ
と
す
ら
知
ら
ぬ
人
」
が
多
い
と

断
じ
て
い
る
。
ま
た
、
師
範
教
育
が
「
学
務
的
智
識
の
養
成
に
迂

遠
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
行
政
的
思
想
の
欠
乏
は
実
に
茗
渓
会

派
の
一
大
欠
点
」
と
述
べ
る
一
方
で
、「
学
士
会
派
は
然
ら
ず
、
一

般
に
行
政
的
思
想
に
富
み
て
、
且
つ
其
学
識
に
も
貧
し
か
ら
ず
、
故

に
教
育
家
と
し
て
茗
渓
会
派
の
評
判
の
宜
し
き
が
如
く
、
教
育
行
政
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家
と
し
て
は
学
士
会
派
最
も
其
任
に
適
す
」
と
帝
大
出
身
の
「
学
士

会
派
」
を
称
賛
す
る
（
五
二
一
号
、
九
六
年
八
月
、
報
知
「
学
士
会

派
と
茗
溪
会
派
」
下
）。

た
だ
し
、「
教
務
」
者
へ
の
批
判
を
軸
と
し
て
い
る
『
報
知
』
に

お
い
て
も
、
文
部
省
が
免
責
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
五
一
四

号
で
は
、「
教
務
者
に
向
て
、
学
務
上
の
智
識
を
捨
る
勿
れ
と
勧
告

す
。
而
し
て
更
に
学
務
者
に
向
て
、
老
練
な
る
教
務
家
を
得
て
其
顧

問
た
ら
し
め
よ
」（
九
六
年
五
月
、
報
知
「
分
業
的
学
務
官
」）
と
記

し
、
現
在
に
お
い
て
は
「
教
務
」
と
「
学
務
」
の
「
分
業
の
極
な
る

者
に
陥
り
つ
つ
あ
り
」、「
教
育
中
枢
の
機
関
た
る
文
部
省
に
於
て
、

大
に
此
弊
」
が
見
ら
れ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
教
育
雑
誌
に
つ
い
て
も
言
及
し
、「
其
勢
力
は
所
謂

教
育
者
た
る
教
員
を
動
か
す
に
止
ま
り
て
、
学
務
家
並
に
一
般
人
民

を
動
か
す
の
力
殆
ん
ど
絶
無
な
る
を
遺
憾
」
と
し
、「
更
に
学
務
家

の
指
針
と
な
り
、
一
般
世
人
の
教
育
思
想
を
養
成
す
る
に
足
る
の
勢

力
を
蓄
積
せ
ん
こ
と
を
切
望
」
し
た
（
五
二
四
号
、
九
六
年
九
月
、

報
知
「
地
方
教
育
雑
誌
の
組
織
改
造
を
希
望
す
」）。

当
該
期
に
お
け
る
『
報
知
』
は
「
茗
溪
派
」
へ
の
不
満
を
明
記
す

る
と
い
う
点
で
『
時
論
』
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
文
部
省
へ
の
不

満
も
抱
い
て
お
り
、
批
判
の
内
容
は
『
時
論
』
と
趣
を
同
じ
く
す

る
。
た
と
え
ば
、
文
部
省
は
「
自
主
の
見
識
」
を
欠
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
教
育
界
か
ら
の
提
案
は
「
常
に
不
同
意
」
の
状
況
で

あ
る
こ
と
や
（
五
四
三
号
、
九
七
年
三
月
、
報
知
「
文
部
当
局
」）、

従
来
か
ら
「
籠
城
主
義
」
で
あ
り
、「
秘
密
を
守
り
て
漏
洩
を
恐
る

る
が
如
き
形
跡
」
が
あ
る
文
部
省
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
（
五

四
八
号
、
九
七
年
五
月
、
報
知
「
文
部
省
の
開
放
主
義
」）。
高
等
教

育
会
議
の
開
催
の
際
に
は
、「
普
く
世
の
教
育
家
と
談
合
し
、
文
部

の
意
見
も
示
し
、
在
野
教
育
家
の
意
見
も
聞
き
、
以
て
教
育
上
の
改

良
進
歩
を
企
図
」
し
よ
う
と
し
な
い
文
部
省
へ
不
満
を
有
し
て
い
た

（
同
右
記
事
）。

第
五
節　

�「
文
部
省
紛
擾
」
と
そ
の
後
―
変
化
す
る
文
部

官
僚
像
―
：
一
八
九
七
年
以
降

前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
一
八
九
六
年
ま
で
に
両
誌
の
文
部
省
へ

の
不
満
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
蜂
須
賀
文

相
期
に
お
け
る
「
文
部
省
紛
擾
」
が
起
こ
る
。
詳
細
は
す
で
に
先
行

研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
要
だ
け
を
述
べ
て
お

き
た
い（

（1
（

。
第
二
次
松
方
正
義
内
閣
期
の
文
相
蜂
須
賀
茂
韶
は
九
七

年
五
月
に
次
官
に
都
筑
馨
六
、
普
通
学
務
局
長
に
安
広
伴
一
郎
と
教

育
経
歴
を
持
た
な
い
両
者
を
任
命
す
る
。
こ
の
人
事
に
は
行
政
の
経

験
に
富
む
人
物
の
次
官
・
局
長
の
就
任
が
望
ま
し
い
と
い
う
蜂
須
賀

の
意
図
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
直
轄
学
校
を
含
む
文
部
省
内

で
反
対
運
動
が
起
き
た
。
同
年
一
一
月
の
蜂
須
賀
文
相
の
辞
任
と
と



明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

一
五

も
に
、
都
筑
と
安
広
も
文
部
省
か
ら
去
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
連

の
騒
動
を
捉
え
て
、「
聖
域
」
と
し
て
の
文
部
省
や
「
教
育
畑
」
的

な
文
部
官
僚
の
連
帯
な
ど
が
文
部
省
研
究
で
説
か
れ
て
き
た
。
し
か

し
、『
報
知
』
や
『
時
論
』
の
論
調
は
、
意
外
な
こ
と
に
必
ず
し
も

両
者
に
対
す
る
批
判
だ
け
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
両
誌
に
お
け
る
蜂
須
賀
文
相
の
評
価
と
そ
れ
に
伴
う
文
相

論
を
見
て
み
る
と
、
両
誌
間
に
は
明
確
に
意
見
の
差
異
が
見
ら
れ

る
、『
時
論
』
は
、「
外
交
上
、
地
方
行
政
上
、
立
法
上
」
の
「
技

倆
」
に
お
い
て
蜂
須
賀
の
能
力
は
疑
い
無
い
が
、「
文
部
の
政
事
」

は
「
特
異
な
る
一
種
の
技
倆
を
要
す
」
と
し
て
、「
侯
果
し
て
此
技

倆
を
有
す
る
や
」
と
蜂
須
賀
の
能
力
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
（
四
一

三
号
、
九
六
年
一
〇
月
社
説
、「
蜂
須
賀
新
文
部
大
臣
を
迎
ふ
」）。

『
時
論
』
の
文
相
論
は
、
文
部
大
臣
（
ま
た
は
文
部
省
）
は
特
殊
で

あ
る
と
い
う
典
型
的
な
記
事
で
あ
ろ
う
。
後
に
も
、「
教
育
の
こ
と

は
他
の
事
務
よ
り
は
一
層
込
み
入
り
て
、
と
て
も
一
、
二
ヶ
月
の
見

習
ひ
に
て
此
の
役
の
務
ま
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
し
、
学
識
・
徳

望
・
手
腕
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
四
三
五
号
、
九
七
年
五

月
、
時
事
「
蜂
須
賀
文
相
の
五
大
損
」）。

『
報
知
』
も
九
五
年
ま
で
は
『
時
論
』
と
同
様
、
文
部
大
臣
に

「
徳
操
、
高
潔
、
加
ふ
る
に
大
臣
た
る
の
威
信
に
欠
く
る
な
き
の
文

部
大
臣
」（
四
七
五
号
、
九
五
年
六
月
、
報
知
「
文
部
大
臣
の
責

任
」）
を
求
め
て
い
た
が
、
九
六
年
に
な
る
と
一
変
す
る
。
た
と
え

ば
、
九
六
年
一
〇
月
の
報
知
欄
「
新
内
閣
に
望
む
」（
五
二
六
号
、

九
六
年
一
〇
月
）
で
は
文
相
に
「
大
政
務
家
を
挙
げ
て
文
相
た
ら
し

め
よ
」
と
述
べ
、「
文
部
大
臣
は
教
育
学
政
の
針
路
を
執
る
者
た
り
、

勿
論
教
育
家
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
、
故
に
学
問
を
以
て
有

〔
マ
マ
〕ら

ゆ
る
教

育
家
の
上
に
立
つ
を
要
せ
ざ
る
な
り
」
と
文
相
に
求
め
る
条
件
が
変

化
し
て
い
る
。「
他
の
国
務
と
の
平
衡
に
籌
り
て
、
勉
め
て
教
育
社

会
の
利
益
と
教
育
事
業
の
進
歩
と
を
計

〔
マ
マ
〕営

」
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
の
が
そ
の
発
想
の
根
底
に
あ
っ
た
。
五
二
七
号
で
は
「
元
来
我
国

の
教
育
社
会
に
在
て
は
、
文
部
大
臣
の
職
を
以
て
一
種
高
等
の
教
務

官
と
な
し
て
、
国
家
の
枢
政
に
参
与
す
る
一
般
普
通
の
国
務
大
臣
と

は
自
か
ら
別
種
の
者
た
る
が
如
く
に
誤
解
」
し
、
そ
の
た
め
に
「
文

部
大
臣
を
見
る
こ
と
猶
ほ
幾
多
教
育
家
の
上
位
に
列
す
る
一
大
教
育

家
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
と
記
す
（
九
六
年
一
〇

月
、
報
知
「
旧
文
相
を
送
る
」）。
た
し
か
に
、「
学
識
経
験
品
性
道

徳
に
於
て
勿
論
全
国
教
育
家
を
統
宰
す
る
の
価
値
」
が
な
い
と
は

言
え
な
い
が
、「
徒
ら
に
旧
来
の
環
圏
に
跼
蹐
し
て
、
国
民
の
英
進

を
沮
碍
せ
し
む
る
の
行
あ
る
は
、
決
し
て
戦
捷
国
民
の
今
後
の
歓
迎

す
べ
き
教
育
方
針
」
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。「
旧
来
の
環
圏
」
と

い
う
記
述
か
ら
『
報
知
』
自
身
も
新
た
な
文
相
論
を
論
じ
て
い
る
と

自
覚
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
も
『
報
知
』
は
、
文
相
に

つ
い
て
「
学
問
、
道
徳
（
寧
ろ
謹
直
）
の
完
備
せ
る
教
員
的
人
物
を

標
準
と
す
る
に
偏
せ
る
は
、
慥
か
に
世
人
の
誤
解
」
で
あ
る
と
説
く



史
観
第
一
八
四
冊

一
六

（
五
二
九
号
、
九
六
年
一
一
月
、
報
知
「
文
部
大
臣
の
人
物
評
」）。
し

か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
蜂
須
賀
に
対
す
る
評
価
が
肯
定
的
な
も
の
に

転
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
侯
の
閲
歴
今
日
の
文
部
大
臣
に
不
適
任

た
る
を
思
ふ
」（
五
四
五
号
、
九
七
年
四
月
、
報
知
「
教
育
に
対
す

る
現
内
閣
の
責
任
」）
と
い
う
点
で
は
『
時
論
』
と
一
致
し
て
い
た
。

次
に
両
誌
に
よ
る
都
筑
・
安
広
の
評
価
を
見
て
い
く
が
、
結
論
か

ら
言
え
ば
両
者
の
評
価
は
是
々
非
々
で
あ
っ
た
。『
時
論
』
は
両
者

へ
の
批
判
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
評
価
し
て
い
る
点
も
多
く
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
文
部
省
は
教
育
行
政
の
府
な
り
、
教
育
所

に
あ
ら
ず
。
是
の
故
に
其
の
長
官
次
官
局
長
た
る
も
の
に
要
す
る
所

は
、
行
政
的
才
幹
に
し
て
、
教
育
の
知
識
技
能
に
あ
ら
ず
」
と
し

て
、「
最
も
敏
腕
な
る
行
政
家
」
で
あ
る
両
者
の
入
省
を
評
価
し
、

「
今
の
文
部
省
は
、
独
り
空
前
の
み
な
ら
ず
、
又
絶
後
の
良
文
部
省

な
る
べ
し
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
文
に
は
「
教

育
行
政
の
甚
だ
失
当
」
や
「
部
下
統
御
の
方
を
失
ふ
」
こ
と
に
対
し

て
両
者
を
批
判
し
て
い
る
（
四
四
〇
号
、
九
七
年
七
月
、
社
説
「
文

部
省
応
に
激
す
べ
し
」）。
ま
た
、
両
者
が
入
省
し
た
た
め
に
、「
法

律
づ
く
め
、
数
理
づ
く
め
に
て
文
部
省
の
事
務
は
、
従
来
の
緩
慢
に

引
き
か
へ
随
分
活
発
」（
四
四
六
号
、
九
七
年
九
月
、
時
事
「
文
部

省
の
遣
り
方
全
く
一
変
す
」）
に
な
っ
た
と
言
う
。
こ
の
記
述
の
後

も
「
教
育
一
切
の
こ
と
を
唯
機
械
的
に
法
律
と
数
理
と
に
て
通
」
そ

う
と
し
て
お
り
、「
政
治
家
的
、
小
才
子
的
、
小
刀
細
工
的
、
党
人

的
」
で
あ
り
、「
人
心
の
感
化
に
当
る
教
育
の
政
を
料
理
す
る
こ
と

能
は
ざ
る
弊
に
陥
」
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
し
か
し
、
両
者
の
入

省
直
前
に
は
「
教
育
上
些
し
の
理
想
も
な
く
、
経
歴
も
な
」
い
（
四

三
三
号
、
九
七
年
四
月
、
時
事
「
吁
文
部
省
の
近
時
」）
と
述
べ
て

い
た
『
時
論
』
も
、
両
者
を
あ
る
程
度
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

『
報
知
』
に
お
い
て
は
両
者
へ
の
批
判
は
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
両

者
が
就
任
し
た
以
上
は
協
働
す
る
べ
き
で
あ
る
と
、
両
者
に
反
発
し

て
い
る
省
直
轄
学
校
長
等
へ
自
制
を
促
し
て
い
る
。「
貴
重
な
る
教

育
問
題
を
二
、
三
人
士
の
進
退
の
材
料
に
屠
ら
る
る
も
あ
ら
ば
、
文

教
の
為
め
切
歯
扼
腕
に
堪
え
ざ
る
な
り
」
と
い
う
の
が
そ
の
主
張
で

あ
っ
た
（
五
五
八
号
、
九
七
年
八
月
、
報
知
「
文
部
当
局
の
意
見
に

就
て
」）。
ま
た
、
両
者
へ
の
批
判
と
い
う
よ
り
も
、
両
者
を
任
命
し

た
文
相
蜂
須
賀
へ
批
判
の
矛
先
が
向
い
て
い
る
（
五
四
九
号
、
九
七

年
六
月
、
報
知
「
都
筑
氏
愈
文
部
次
官
と
な
る
」）。

両
者
が
文
部
省
を
去
っ
た
九
七
年
一
一
月
前
後
に
な
る
と
、
両
誌

の
評
価
は
よ
り
肯
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。『
時
論
』
は
「
其

手
腕
其
技
倆
」
に
お
い
て
、「
従
来
の
次
官
、
局
長
中
都
筑
、
安
広

両
氏
の
如
き
は
、
殆
ど
見
ざ
り
し
所
」
で
あ
り
、
今
後
の
文
部
省
で

「
斯
る
敏
腕
家
を
得
る
は
」
難
し
い
と
述
べ
た　
（
四
五
三
号
、
九
七

年
一
一
月
、
時
事
「
嗚
呼
都
筑
安
広
の
二
君
」）。『
報
知
』
も
「
前

文
部
の
要
路
者
諸
君
は
、
教
育
に
経
歴
な
し
と
云
ふ
の
故
を
以
て
、



明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

一
七

久
し
く
非
難
攻
撃
の
下
に
苦
心
せ
ら
れ
し
と
雖
、
其
の
教
育
上
に
於

け
る
定
見
抱
負
の
漸
次
現
は
る
る
に
つ
れ
、
や
や
識
者
の
望
を
得
る

に
至
」
っ
た
と
記
す
（
五
六
七
号
、
九
七
年
一
一
月
、
報
知
「
旧
文

部
の
要
路
者
を
送
る
」）。
都
筑
に
対
し
て
は
「
着
々
歩
を
進
め
て
、

諸
般
の
改
革
を
行
」
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
五
六
八
号
、
九
七
年
一

一
月
、
報
知
「
都
筑
君
閣
下
」）。

こ
れ
以
降
、
省
幹
部
に
関
す
る
両
誌
の
論
調
は
明
確
に
変
化
す

る
。
す
な
わ
ち
、『
報
知
』
だ
け
で
は
な
く
、『
時
論
』
に
お
い
て
で

さ
え
官
僚
の
行
政
的
能
力
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
誌
面
に
見
ら
れ

る
。『
時
論
』
は
「
学
者
と
行
政
官
」
と
題
し
て
、「
近
来
、
文
部
省

内
の
官
吏
は
、
一
に
も
学
者
、
二
に
も
学
者
と
い
ひ
囃
し
て
、
重
要

の
職
任
に
当
る
も
の
、
学
者
な
ら
ぬ
は
無
く
、
学
者
即
ち
行
政
官
、

行
政
官
は
即
ち
学
者
、
学
校
は
即
ち
官
省
、
官
省
は
即
ち
学
校
と
い

へ
る
有
様
」
と
記
す
（
四
五
六
号
、
九
七
年
一
二
月
、
時
事
「
学
者

と
行
政
官
」）。
し
か
し
、「
行
政
の
材
幹
を
有
す
る
も
の
必
ず
し
も

学
者
な
ら
ず
、
学
者
必
ず
し
も
行
政
の
材
幹
を
有
せ
ず
」
と
し
、
文

部
省
の
「
偏
見
」
を
批
判
す
る
。
浜
尾
文
相
下
の
次
官
菊
池
大
麓
、

実
業
学
務
局
長
松
井
直
吉
は
理
学
博
士
の
学
位
を
有
す
る
帝
大
教
員

で
あ
り
、
普
通
学
務
局
長
手
島
精
一
は
東
京
高
等
工
業
学
校
長
を
長

年
務
め
て
い
た
。『
時
論
』
は
「
数
学
者
、
化
学
者
、
さ
て
は
物
理

学
者
な
ど
い
ふ
も
の
、
極
め
て
特
別
の
材
幹
あ
ら
ざ
る
以
上
は
、
行

政
上
物
の
役
に
立
つ
べ
し
と
も
覚
え
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、「
学
者
」

が
三
者
を
指
し
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、「
事
務

家
と
し
て
の
材
幹
、
学
者
と
し
て
の
能
力
は
、
元
来
其
性
質
を
異
に

す
」（
五
二
一
号
、
九
九
年
一
〇
月
、
時
事
「
事
務
家
と
学
者
」）
と

し
て
、「
文
部
は
学
校
に
あ
ら
ず
、
学
政
は
学
芸
に
あ
ら
ず
、
学
者

の
用
、
事
務
家
の
用
、
自
ら
一
定
の
限
界
あ
り
。
文
部
の
長
た
る
も

の
猛
省
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
記
す
。

『
報
知
』
の
批
判
は
よ
り
厳
し
く
、
五
六
八
号
で
は
「
新
文
相
の
文

部
組
織
は
甚
拙
」
と
題
し
て
、「
次
官
は
省
に
在
り
て
最
も
技
倆
を

要
す
可
き
地
位
に
立
つ
も
の
」
と
し
、
菊
池
は
「
理
学
者
な
り
数
学

家
な
り
、
教
育
行
政
の
手
腕
に
至
り
て
は
、
吾
儕
世
人
と
倶
に
容
易

に
之
を
承
認
」
で
き
な
い
述
べ
る
（
九
七
年
一
一
月
、
報
知
「
新
文

相
の
文
部
組
織
は
甚
拙
」）。
前
次
官
の
都
筑
は
政
法
を
、
菊
池
は
数

理
を
学
ん
だ
が
、「
孰
れ
が
次
官
の
任
に
適
す
べ
き
や
」
と
読
者
に
問

う
。
そ
の
う
え
で
菊
池
だ
け
で
な
く
、
手
島
・
寺
田
を
含
め
て
「
皆

行
政
的
智
識
な
き
学
者
」
と
評
価
す
る
。
五
六
九
号
（
九
七
年
一
二

月
）
の
新
報
欄
の
各
記
事
で
は
文
部
官
僚
に
対
す
る
批
判
記
事
が
多

く
占
め
た
。「
文
部
省
の
近
況
」
と
い
う
記
事
で
は
、
浜
尾
は
前
文

相
の
事
業
を
継
承
す
る
の
み
で
、
松
井
は
大
学
、
手
島
は
高
等
工
業

学
校
の
事
務
の
た
め
に
繁
忙
で
、「
文
部
省
に
は
碌
に
出
省
」
し
て
お

ら
ず
、「
新
文
部
の
前
途
甚
だ
覚
束
な
」
い
と
記
し
た
。
そ
の
下
段
の

記
事
「
某
氏
の
文
部
評
」
で
は
「
現
文
部
の
要
路
者
多
く
は
平
和
的

教
育
家
」
で
あ
る
た
め
、「
教
育
上
の
根
本
的
改
革
を
断
行
す
る
の



史
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一
八

勇
気
と
活
気
な
か
ら
ん
」
と
断
じ
る
。
文
相
以
下
、
次
官
・
局
長
も

「
教
育
上
の
経
験
よ
り
も
寧
ろ
政
治
上
の
材
幹
技
倆
を
要
す
。
自
己

が
理
想
に
描
け
る
教
育
の
経
綸
を
現
実
に
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
必
ず
や

政
治
上
に
於
け
る
勢
力
手
腕
を
以
て
之
を
実
行
し
振
作
す
る
」
べ
き

だ
と
し
、「
現
文
部
の
要
路
者
た
る
或
は
教
育
家
と
し
て
或
は
適
任
な

ら
ん
も
、
既
に
前
段
の
資
質
を
欠
け
り
」
と
述
べ
た
。

以
上
を
見
る
と
、
当
該
期
の
『
報
知
』
の
主
張
は
二
節
で
見
た
も

の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、『
時
論
』
の
姿
勢
も
蜂
須
賀
文
相
期
以
前

と
以
後
で
は
激
変
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
は
文
部
省
の
「
聖

域
」
が
強
調
さ
れ
た
契
機
に
見
え
た
蜂
須
賀
文
相
期
の
後
に
は
、
教

育
雑
誌
に
お
い
て
は
「
行
政
」
上
の
能
力
を
文
部
官
僚
に
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
文
部
省
・
文
部
官
僚
の
変
質
を
『
時
論
』・『
報
知
』

を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。『
時
論
』
の
教
育
現
場
の
重
視
や
『
報

知
』
の
「
教
務
」
と
「
学
務
」
の
区
別
の
よ
う
に
、
両
誌
は
そ
れ
ぞ

れ
核
と
な
る
主
張
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
両
誌
の
主
張
も
不
動

で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
文
部
省
を
取
り
巻
く
状
況
に
よ
っ
て
変
化
し

た
。
こ
の
こ
と
は
両
誌
の
文
部
官
僚
へ
の
評
価
軸
が
一
八
九
〇
年
と

九
七
年
で
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
徐
々
に
複
雑

化
し
て
い
く
行
政
に
対
し
て
、
文
部
官
僚
を
評
価
す
る
教
育
雑
誌

も
「
教
育
」
的
な
側
面
だ
け
を
論
じ
て
い
る
だ
け
で
は
許
さ
れ
な
い

国
家
構
造
が
、
日
清
戦
後
か
ら
現
出
し
て
い
た
。
だ
た
し
、
そ
れ
を

も
っ
て
両
誌
が
既
成
事
実
を
追
認
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
変
化
す
る
状
況
の
な
か
で
、
両
誌
の
思
い
描
く
文
部
省
・
文

部
官
僚
像
を
常
に
模
索
し
、
発
信
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
官
僚
任

用
制
度
な
ど
が
制
定
さ
れ
、
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、

文
部
官
僚
の
性
格
に
関
す
る
議
論
の
余
地
が
狭
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
八
九
八
年
頃
に
は

『
報
知
』
の
経
営
状
況
は
芳
し
く
な
く
な
り
、
〇
一
年
四
月
に
休
刊

と
な
っ
た（

（1
（

。

本
稿
で
は
一
八
八
五
年
か
ら
九
七
年
前
後
を
見
て
き
た
が
、
戦
前

に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
た
と
え
ば
、
政
党
は
文
部
官
僚
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
と
い
う
他
方
面
か
ら
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

註（
1
）	

古
く
は
宗
像
誠
也
『
教
育
行
政
学
序
説
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
）

の
二
五
頁
～
三
一
頁
。

（
2
）	
菅
原
亮
芳
は
「
日
本
教
育
史
研
究
分
野
に
お
け
る
教
育
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
研
究
の
蓄
積
は
少
な
く
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「「
雑
誌



明
治
期
教
育
雑
誌
に
お
け
る
文
部
官
僚
の
評
価

一
九

を
利
用
し
た
研
究
」
で
あ
る
だ
け
に
、
雑
誌
そ
の
も
の
の
「
顔
」
が

見
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
受
験
・
進
学
・
学
校
』
学
文
社
、

二
〇
〇
八
年
、
一
八
頁
）。

（
3
）	
た
と
え
ば
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す

る
木
戸
若
雄
の
一
連
の
研
究
や
各
雑
誌
復
刻
版
の
教
育
史
研
究
者
に

よ
る
解
説
等
。

（
4
）	

文
部
官
僚
に
関
し
て
は
、
中
野
実
（「
解
説
」『
男
爵
辻
新
次
翁
』、

大
空
社
、
一
九
八
七
年
、
一
六
頁
、
底
本
は
仁
寿
生
命
保
険
株
式
会

社
、
一
九
四
〇
年
）
や
荒
井
明
夫
（「
辻
新
次
」『
近
代
日
本
人
物
史

料
情
報
辞
典
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
二
六
九
頁
）
が

研
究
の
遅
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
5
）	

両
誌
の
研
究
と
し
て
榑
松
か
ほ
る
・
菅
原
亮
芳
「
民
間
教
育
雑

誌
の
成
立
に
関
す
る
一
断
面
」
上
・
下
（『
桜
美
林
論
集
』（
一
般
教

育
篇
）
第
一
五
～
一
六
号
、
一
九
八
八
～
八
九
年
）
が
あ
る
が
、
検

討
時
期
が
創
刊
か
ら
一
八
八
八
年
前
後
と
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
復
刻

版
の
解
説
と
し
て
は
、
久
木
幸
男
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
記
事
内

容
の
検
討
は
ほ
ぼ
な
さ
れ
て
い
な
い
（「
戦
間
期
の
『
教
育
時
論
』」、

「
創
刊
一
千
号
前
後
の
『
教
育
時
論
』」（『
教
育
時
論
』
総
目
次
、
雄

松
堂
書
店
、
一
九
八
一
～
八
四
年
）、
同
「『
教
育
報
知
』
と
明
治
期

教
育
雑
誌
」（『
教
育
報
知
』
別
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
六
年
））。

（
6
）	

佐
藤
秀
夫
編
『
明
治
前
期
文
部
省
刊
行
誌
集
成
』
第
一
巻
、
歴
史

文
献
、
一
九
八
一
年
、
一
～
二
頁
。

（
7
）	

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
会
編
『
教
育
関
係
雑
誌
目
次
集

成
』（
以
下
、『
目
次
集
成
』）
教
育
一
般
編
第
二
〇
巻
、
九
五
頁
。

（
8
）	

前
掲
久
木
「『
教
育
報
知
』
と
明
治
期
教
育
雑
誌
」、
五
頁
。

（
9
）	

前
掲
『
目
次
集
成
』「
教
育
一
般
」
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
で

一
八
八
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
は
九
誌
で
あ
る

が
、
一
〇
年
以
上
続
い
た
の
は
『
時
論
』、『
報
知
』
の
み
で
あ
る
。

（
10
）	

前
掲
榑
松
・
菅
原
「
民
間
教
育
雑
誌
の
成
立
に
関
す
る
一
断
面
」

上
、
五
二
頁
。

（
11
）	

以
上
、『
報
知
』
に
関
し
て
は
前
掲
久
木
、
一
七
頁
と
前
掲
榑
松
・

菅
原
、
五
四
～
五
六
頁
。

（
12
）	

①
教
育
の
事
業
を
国
家
行
政
中
の
主
要
な
地
位
と
定
め
る
以
上
、

学
術
だ
け
を
論
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
②
論
者
に
議
論
の
場
を

設
け
る
こ
と
が
時
論
に
は
可
能
、
③
帝
国
議
会
に
関
す
る
報
道
を
行

い
、
読
者
に
伝
え
る
、
④
政
党
の
進
出
に
よ
っ
て
教
育
事
務
を
歪
ま

せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
教
育
界
の
世
論
を
国
民
に

周
知
す
る
べ
き
、
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（
13
）	

『
時
論
』
は
社
説
・
時
事
・
内
外
雑
纂
欄
で
、『
報
知
』
は
社
説

（
教
育
報
知
）・
新
報
欄
で
文
部
省
内
や
文
部
官
僚
に
つ
い
て
の
情
報

や
意
見
を
記
し
た
。

（
14
）	
た
と
え
ば
、
内
外
雑
纂
に
な
る
が
、
三
〇
三
号
「
文
部
の
非
政 

失
望
の
件
々
」（
一
八
九
三
年
九
月
一
五
日
）。

（
15
）	

鄭
賢
珠
「
第
二
次
松
方
内
閣
に
お
け
る
文
部
省
紛
擾
」（『
教
育
史
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二
〇

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
藤
野
真
挙
「
聖
域
化
す
る

文
部
省
」（『
次
世
代
人
文
社
会
研
究
』
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
16
）	
『
報
知
』
の
不
振
の
背
景
に
は
、
①
日
下
部
の
帝
国
教
育
会
役
員

の
活
動
が
『
報
知
』
の
運
営
を
な
お
ざ
り
に
さ
せ
た
こ
と
、
②
日
清

戦
後
の
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
の
二
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
久
木
「『
教
育
報
知
』
と
明
治
期
教
育

雑
誌
」
二
二
～
二
八
頁
）。




